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金
融
機
関
に
お
け
る
不
正
・
不
祥
事
の
発
生
に
つ
い
て
、
近
時
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
環
境
変
化
が
不
祥
事
等
の
類
型
・
態
様
に
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
で
は
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
一
方
（
宇
佐
美
豊
「
コ
ロ
ナ
禍
で
浮
か
び
上

が
る
地
域
金
融
機
関
の
不
祥
事
件
分
析
」（【
資
料
】
参
照
））、
金
融
庁
に
お
い
て
も
、

本
年
２
月
、
３
月
の
「
業
界
団
体
と
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
金
融
庁
が
提

起
し
た
主
な
論
点
」
の
中
で
「
現
金
着
服
等
の
不
正
発
生
の
未
然
防
止
に
つ

い
て
」
の
問
題
提
起
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

就
業
環
境
等
が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
金
融
機
関
に
お
け
る
不
正
・
不

祥
事
等
の
未
然
防
止
を
含
む
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管
理
態
勢
に
つ

い
て
、
改
め
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
考
え
る
べ
き
か
、
識
者
お
よ
び
金
融
庁

の
ご
担
当
の
方
々
を
迎
え
、
議
論
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

座
談
会
前
半
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
環
境
変
化
が
個
人
の
不
正
・
不
祥
事

の
態
様
へ
与
え
た
影
響
や
、
不
正
リ
ス
ク
の
高
ま
り
へ
の
対
応
等
が
主
な
議

論
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
座
談
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
現
に
所
属
す
る
組
織
・

事
務
所
、
ま
た
過
去
に
所
属
し
た
組
織
等
の
意
見
・
見
解
で
は
な
く
、
個
人

の
意
見
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

宇
佐
美　
近
時
の
金
融
機
関
に
お
い

て
は
不
祥
事
等
、
特
に
現
金
事
故
、

さ
ら
に
横
領
や
詐
欺
な
ど
も
後
を
絶

た
な
い
状
況
の
な
か
、
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
新
し
い
フ
ァ
ク
タ
ー
が
不
正
の

動
機
な
ど
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
本
日
の
座
談
会
で
は
、

金
融
庁
か
ら
も
問
題
提
起
が
ご
ざ
い

ま
し
た
現
金
事
故
・
不
祥
事
と
外
的

環
境
等
の
変
化
に
関
係
は
あ
る
の

か
、
さ
ら
に
は
組
織
風
土
や
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
リ
ス
ク
管
理
と
い
っ

た
点
に
つ
い
て
、
お
話
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
ご
参
加
の
皆
様
、
自
己
紹

介
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

信
森　
金
融
庁
の
信
森
で
す
。
２
年

前
か
ら
任
期
付
き
で
コ
ン
ダ
ク
ト
企

画
室
長
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。
コ

ン
ダ
ク
ト
企
画
室
の
所
掌
は
大
き
く

コロナ禍と不正・不祥事（上）
̶̶環境変化とコンプライアンス・リスク管理への影響を読み解く

●近時の不正・不祥事とコロナ禍の影響
●金融庁の問題提起の背景
●不正・不祥事の発生と企業風土
●不正リスクを高めている要因
●ルールの形骸化と収益偏重で弱まる牽制機能とその見直し
●コンプライアンス・リスク管理は経営の根幹
●コンプライアンス・リスク管理とリスクベース・アプローチ
●発見統制機能強化のための組織風土改革

金融庁 総合政策局 リスク分析総括課
コンダクト企画室長 

信森 毅博
株式会社金融監査コンプライアンス研究所 
代表取締役

宇佐美 豊 （司会）

金融庁 総合政策局 リスク分析総括課 
大手銀行モニタリング室 課長補佐（当時） 

安原 秀岳

有限責任監査法人トーマツ 
マネージングディレクター・弁護士

今野 雅司

座談会
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一   

開
会
挨
拶 

（
小
野
教
授
）

　

本
日
は
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
株
式
会
社
Ｂ
Ｉ
Ｈ
（Battery 

Innovation Hub
）
の
長
谷
川
さ
ん

の
講
演
に
先
だ
ち
、
今
回
の
研
究
会

の
意
図
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
も
と
も
と
山
形

銀
行
内
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
山
形

成
長
戦
略
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

初
期
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
そ
の
活
動

の
な
か
で
、
山
形
大
学
と
の
人
事
交

流
で
先
端
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
尽
力
さ
れ
、
今
は
山

形
銀
行
を
退
職
さ
れ
て
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
経
営
者
に
な
っ
て
い
ま

す
。
当
研
究
会
で
は
、
か
つ
て
京
都

信
用
金
庫
か
ら
ア
フ
リ
カ
の
ト
ー
ゴ

へ
飛
ん
で
起
業
し
た
中
須
俊
治
さ
ん

の
お
話
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
さ
ら
に
飛
ん
だ
内
容

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
銀
行
を
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
し
て
ハ

イ
テ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
身
を
投
じ
た

の
か
。
そ
ん
な
話
を
お
聞
き
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二   

長
谷
川
氏
に
よ
る

講
演

　

Ｂ
Ｉ
Ｈ
の
長
谷
川
で
す
。
２
０
０

２
年
に
株
式
会
社
山
形
銀
行
に
入
行

し
、
そ
の
後
10
年
間
は
法
人
畑
を
歩

ん
で
参
り
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
の

６
月
、「
山
形
成
長
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
初
期
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ

ま
し
た
。
２
０
１
２
年
９
月
に
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
山
形

大
学
の
蓄
電
デ
バ
イ
ス
部
門
に
出
向

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
５

●
挨　
拶

　
小
野 

浩
幸

　
（ 

地
域
活
性
学
会 

金
融
部
会
長
、 

山
形
大
学
大
学
院 

教
授
）

●
報
告
者

　
長
谷
川 

貴
一

　
（ 

株
式
会
社
Ｂ
Ｉ
Ｈ  

代
表
取
締
役 

社
長
）

●小野教授による開会の挨拶

長
谷
川

長
谷
川  

貴
一
、
小
野

貴
一
、
小
野  

浩
幸
浩
幸

地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
研
究
会

地
域
活
性
学
会
金
融
部
会
研
究
会

元
地
域
金
融
マ
ン
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

元
地
域
金
融
マ
ン
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

レポート
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三
　
再
生
型
手
続
の
フ
ロ
ー

　

再
生
型
手
続
の
全
体
の
フ
ロ
ー
の

イ
メ
ー
ジ
は
図
表
２
（
本
誌
８
８
６

号
31
頁
）
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

流
れ
に
沿
っ
て
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
事

項
を
解
説
す
る
。

１�　
中
小
企
業
は
、
手
続
利
用
を

検
討
し
、
主
要
債
権
者
の
同
意

を
得
て
、
第
三
者
支
援
専
門
家

を
選
任

　

中
小
企
業
者
は
、
本
手
続
の
利
用

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
身
が

対
象
企
業
の
要
件
（
Ｇ
Ｌ
３
項
⑴
①

～
③
）（
注
２
）
に
合
致
す
る
か
の

確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
外
部
専
門

家
（
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理

士
等
の
専
門
家
で
顧
問
関
係
に
あ
る

者
を
含
む
）
と
相
談
し
つ
つ
、
原
則

的
に
は
、
公
表
さ
れ
た
リ
ス
ト
か
ら

第
三
者
支
援
専
門
家
の
候
補
者
を
選

ぶ
こ
と
に
な
る
（
Ｇ
Ｌ
４
項
⑴
①
）。

同
候
補
者
の
選
任
に
は
、
主
要
債
権

者
全
員
か
ら
の
同
意
が
必
要
と
な
る

の
で
、
主
要
債
権
者
に
対
し
て
手
続

利
用
の
申
出
を
行
う
こ
と
に
な
る

（
例
外
的
に
、
対
象
債
権
者
全
員
か

ら
の
同
意
が
あ
れ
ば
公
表
さ
れ
た
第

三
者
支
援
専
門
家
候
補
者
リ
ス
ト
外

か
ら
選
任
も
可
能
で
あ
る
。
Ｇ
Ｌ
同

号
②
）。
第
三
者
支
援
専
門
家
は
受

任
義
務
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま

た
、
利
益
相
反
関
係
の
確
認
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
中
小
企
業
者
や

外
部
専
門
家
は
、
簡
潔
な
説
明
資
料

等
で
第
三
者
支
援
専
門
家
候
補
者
に

受
諾
可
否
を
打
診
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
（
Ｑ
＆
Ａ
「
Ｑ
32
」）。
ま
た
第

三
者
支
援
専
門
家
候
補
者
は
、
受
諾

し
た
場
合
に
は
、「
独
立
し
て
公
平

な
立
場
」
を
担
保
す
る
た
め
、
中
小

企
業
者
や
対
象
債
権
者
と
利
害
関
係

を
有
し
な
い
こ
と
の
確
認
書
（
Ｑ
＆

Ａ
「
参
考
書
式
１
」）
を
提
出
す
る

等
す
る
（
Ｑ
＆
Ａ
「
Ｑ
42
」）。
ま
た
、

こ
の
段
階
で
は
、
対
象
債
権
者
に
対

し
て
も
、
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
事

前
に
相
談
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し

い
（
Ｑ
＆
Ａ
「
Ｑ
18
」）。

　

な
お
、中
小
企
業
者
に
と
っ
て
は
、

他
の
準
則
型
私
的
整
理
手
続
等
と
本

手
続
の
う
ち
ど
れ
を
利
用
す
べ
き
か

を
悩
む
こ
と
も
あ
り
得
る
が
、
自
社

の
経
営
・
財
務
お
よ
び
事
業
の
状
況

な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
外
部
専
門
家

や
対
象
債
権
者
と
前
広
に
相
談
し
つ

つ
検
討
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
手
続

き
を
開
始
し
て
か
ら
初
め
て
わ
か
る

実
態
や
手
続
開
始
後
の
事
態
の
変
化

等
に
よ
り
、
利
用
す
る
手
続
き
の
変

更
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
本
手
続
で
は
、
手
続
き

の
途
中
で
も
、
再
生
型
か
ら
廃
業
型

へ
、
廃
業
型
か
ら
再
生
型
へ
移
行
す

る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
の
で
（
Ｇ

Ｌ
４
項
⑼
、
Ｑ
＆
Ａ
「
Ｑ
80
」、「
Ｑ

81
」）、
関
係
者
間
で
協
議
の
う
え
、

柔
軟
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

２�　
第
三
者
支
援
専
門
家
が
、事
業

再
生
計
画
策
定
支
援
等
を
開
始

　

中
小
企
業
者
か
ら
申
出
を
受
け
た

第
三
者
支
援
専
門
家
は
、
主
要
債
権

者
の
意
向
も
踏
ま
え
て
、
再
生
支
援

を
行
う
こ
と
が
不
相
当
で
は
な
い
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、
中
小
企
業
者

の
資
産
・
負
債
お
よ
び
損
益
の
状
況

の
調
査
検
証
や
事
業
再
生
計
画
策
定

の
支
援
等
を
開
始
す
る
（
Ｇ
Ｌ
４
項

⑴
③
）。
な
お
、
財
務
的
精
査
等
は
、

外
部
専
門
家
が
行
い
、
第
三
者
支
援

専
門
家
は
そ
れ
を
検
証
す
る
こ
と
が

長
島
・
大
野
・
常
松
法
律
事
務
所 

弁
護
士　

小
林 

信
明

今月の解説

「
中
小
企
業
の
事
業
再
生
等
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
解
説
（
下
）
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テ
ー
マ
と
概
要

　
本
連
載
は
、
金
融
業
界
に
お
け
る

課
題
を
テ
ー
マ
に
、「
熱
い
金
融
マ

ン
協
会
」
を
主
催
す
る
山
口
省
藏
氏

に
よ
る
識
者
と
の
対
談
を
お
伝
え
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
元
金
融
庁
長
官
の
遠
藤

俊
英
氏
を
迎
え
て
、
金
融
行
政
へ
の

対
話
の
導
入
に
つ
い
て
の
対
談
を
お

伝
え
す
る
。

●  
な
ぜ
、
対
話
が
必
要
な
の

か
？

山
口　
金
融
庁
に
対
話
を
導
入
さ
れ

た
遠
藤
さ
ん
に
、
な
ぜ
、
そ
れ
が
必

要
だ
っ
た
の
か
を
お
聞
き
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
、
遠
藤
さ
ん
が
認

識
し
て
い
た
金
融
行
政
の
課
題
と
は

何
だ
っ
た
の
で
す
か
？

遠
藤　

金
融
行
政
が
一
方
通
行
に

な
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。金
融
庁
は
、

金
融
機
関
と
い
う
民
間
企
業
を
相
手

に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
金
融
機
関

に
行
動
変
容
を
促
す
の
が
金
融
庁
の

行
政
で
す
。
金
融
庁
が
よ
か
れ
と

思
っ
て
指
導
す
る
と
、金
融
機
関
は
、

自
分
た
ち
が
心
底
納
得
し
て
い
な
く

と
も
、「
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
形
を

作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
本
来
、
自
分
た
ち
が

主
体
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を
、
当
局

の
顔
色
を
窺
う
行
動
様
式
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

金
融
行
政
の
主
役
は
、
あ
く
ま
で
金

融
機
関
で
、
金
融
庁
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
金
融
機
関
が
ど
う
動
い
て
く
れ

る
か
、
顧
客
に
ど
の
よ
う
な
付
加
価

値
を
提
供
す
る
の
か
が
重
要
な
の
で

す
。
指
示
や
指
導
で
は
な
く
、
対
話

な
の
は
、
考
え
る
の
は
金
融
機
関
自

身
だ
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
金
融
機

関
に
行
動
変
容
を
も
た
ら
す
た
め
に

は
、
金
融
庁
の
意
識
や
行
動
を
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
う
考
え
ま

し
た
。

山
口　
過
去
に
お
い
て
は
、
金
融
機

関
を
強
く
指
導
す
る
金
融
庁
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

遠
藤　
そ
う
で
す
。
で
き
て
い
な
い

と
さ
ら
に
強
く
指
導
し
よ
う
と
す

る
。
強
く
指
導
さ
れ
る
と
、「
わ
か

り
ま
し
た
」
と
表
面
的
に
は
従
う
の

で
す
が
、
腑
に
落
ち
な
い
こ
と
は
治

ら
な
い
で
す
。
結
局
そ
う
い
う
こ
と

の
繰
返
し
に
な
り
ま
す
。「
そ
れ
に

意
味
が
あ
る
の
か
」
が
根
本
的
な
疑

問
で
し
た
。
金
融
庁
の
担
当
者
は
、

短
い
期
間
で
異
動
し
ま
す
。す
る
と
、

目
の
前
の
問
題
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に

結
果
を
求
め
る
思
考
や
行
動
に
な
り

ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
担
当
者

が
長
期
的
な
対
話
を
つ
な
い
で
い
っ

て
、
金
融
機
関
が
自
分
事
と
し
て
、

自
分
た
ち
の
あ
り
方
や
ビ
ジ
ネ
ス
を

変
え
て
い
く
こ
と
を
継
続
的
に
見
届

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

●  

金
融
行
政
へ
の
対
話
導
入

の
経
緯

山
口　
遠
藤
さ
ん
が
「
金
融
行
政
に

対
話
が
使
え
る
」
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
、
何
で
す
か
？

遠
藤　
か
な
り
前
で
し
た
が
、
参
加

し
て
い
た
外
部
の
勉
強
会
で
グ
ー
グ

ル
に
見
学
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
初
め
て
１
ｏ
ｎ
１
に

つ
い
て
知
り
ま
し
た
。１
ｏ
ｎ
１
は
、

山口省藏が訊く

金融業界の課題を読み解く

熱い熱い‼‼ 金融対談金融対談

第 20回　金融行政への対話の導入
遠藤俊英（ゲスト）×山口省藏（聞き手）




